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ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
一
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
国
内
で
初
め
て
確
認

さ
れ
て
、
令
和
三
年
に
い
た
る
今
日
ま

で
、
感
染
者
の
増
加
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
令
和
二
年
度
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
更
新
時
に
か
か
る
研
修
会
の
実

施
に
向
け
県
体
育
協
会
の
ご
指
導
を
受

け
、
本
協
議
会
理
事
会
に
お
い
て
協
議

を
重
ね
、
令
和
二
年
八
月
二
日
「
全
県

研
修
会
」
の
実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。

当
然
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
に
全
力
を
注
ぎ
、
万
全

の
体
制
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
研
修
会
の
運
営
に
関
わ
る
役
員
の

方
々
に
は
、
例
年
の
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
の
ご
負
担
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
を
基
に
、
九
月
六

日
「
水
戸
地
区
研
修
会
」
十
一
月
八
日

「
県
南
地
区
研
修
会
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
定
員
の

半
数
の
受
講
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
当

初
の
目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
併
せ

て
「
中
央
支
部
研
修
会
」
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
三
年
一
月
、
政
府
は
コ
ロ
ナ
感

染
者
を
抑
え
る
こ
と
の
困
難
の
中
、
首

都
圏
の
一
都
三
県
に
緊
急
事
態
宣
言
を

発
出
し
、
続
い
て
関
西
圏
の
七
府
県
を

追
加
し
ま
し
た
。
本
県
の
大
井
川
知
事

は
、
茨
城
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を

発
出
し
、
県
民
の
移
動
行
動
の
自
粛
と

公
共
施
設
の
利
用
の
自
粛
を
要
請
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
令
和
三
年
二
月
七
日

に
実
施
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
県
北

地
区
研
修
会
」
は
、
残
念
な
が
ら
中
止

の
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
研
修
会

に
参
加
希
望
の
有
資
格
者
に
於
か
れ
ま

し
て
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
内
の
事
情
を
考
慮
頂
き
、
次
回
、

令
和
三
年
度
の
事
業
へ
振
り
替
え
を
頂

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願

い
、
自
身
で
出
来
う
る
感
染
予
防
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ

ナ
で
な
く
、
ｋ
ｉ
ｃ
ｋ　

ｏ
ｕ
ｔ
コ
ロ

ナ
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
有
資
格
者
の
更

新
に
関
わ
る
研
修
は
希
望
者
の
あ
る
限

り
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

と
し
て
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
念

頭
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
、
会
員
の
皆
様
へ
の
還
元
事
業

と
し
て
の
更
新
に
伴
う
研
修
会
の
実
施

に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

各
種
の
制
限
等
を
鑑
み
、
定
員
を
半
減

さ
せ
て
の
研
修
会
実
施
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
ご
理
解
頂

き
、
研
修
会
参
加
の
際
に
は
過
分
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お

今
後
、
各
支
部
毎
の
研
修
会
も
暫
時
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
長
の
裁
量
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
来

年
度
の
研
修
会
等
で
研
鑚
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
認
の
有
資
格
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

等
の
指
導
者
は
、
次
元
の
高
い
よ
り
良

い
指
導
者
と
し
て
指
導
方
法
を
研
鑽
さ

れ
、
理
想
の
指
導
者
へ
の
道
を
歩
ま
れ

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
財
団
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
発
信
す
る
最

新
情
報
に
注
目
さ
れ
、
新
指
導
体
制
に

対
し
万
全
の
対
応
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
の
事
業
活
動
を
、
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
令
和

二
年
四
月
二
十
五
日(

土)

に
、
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

書
面
開
催
と
し
、
令
和
元
年
度
本
協

議
会
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並

び
に
令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収

支
予
算
書
案
、
さ
ら
に
本
協
議
会
規
約

一
部
改
定
案
が
、
原
案
通
り
全
会
一
致

の
書
面
承
認
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
主
な
る
事
業
は
、
更
新

研
修
会
（
全
県
研
修
会
・
地
区
研
修
会
）

を
四
会
場
で
計
画
し
ま
し
た
。

　

全
県
研
修
会
は
、
研
修
委
員
会
が
主

管
で
令
和
二
年
八
月
二
日
（
日
）
に
水

戸
市
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
入
場

制
限
を
設
け
て
申
込
者
七
十
八
名
に
対

し
、
受
講
者
六
十
三
名
（
会
員
四
十
八

名
・
未
会
員
十
五
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
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会
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茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　
　

事
務
局
長

会
員
入
会
協
力
へ
の

お
ね
が
い

　

会
員
の
皆
様
、
有
資
格
者
の
お

仲
間
に
、
会
員
入
会
を
お
勧
め
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



　

水
戸
地
区
研
修
会
は
水
戸
支
部
が
主

管
で
、
令
和
二
年
九
月
六
日
（
日
）
に

水
戸
市
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
入

場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
六
十
五
名
に

対
し
、
受
講
者
六
十
名
（
会
員
四
十
九

名
・
未
会
員
十
一
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

県
南
地
区
研
修
会
は
県
南
支
部
が
主

管
で
令
和
二
年
十
一
月
八
日
（
日
）
に

阿
見
町
・
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
入
場
制
限
を

設
け
て
申
込
者
五
十
九
名
に
対
し
、
受

講
者
六
十
六
名
（
会
員
五
十
一
名
・
未

会
員
十
五
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
北
地
区
研
修
会
を
県
北
支
部
が
主

管
で
令
和
三
年
二
月
七
日
（
日
）
に
日

立
市
・
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
を
予
定
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
申
込
者

六
十
名
で
あ
り
ま
し
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
、
会
場
の
休
館
に
よ
り
、
止
む
を
得

ず
中
止
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
会
報
を
三
月
中
旬

と
九
月
中
旬
の
年
二
回
発
行
に
な
り
ま

す
。
広
報
委
員
会
が
主
管
で
、
原
稿
依

頼
、
研
修
会
取
材
、
校
正
等
な
ど
編
集

を
行
い
、
印
刷
製
本
後
に
本
協
議
会
事

務
局
か
ら
各
支
部
事
務
局
を
通
じ
て
、

会
員
皆
様
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
で
は
各
支
部
が
独
自
に
研
修
会
・

講
習
会
の
開
催
と
、
支
部
便
り
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
に
登
録
し
た
公
益
財
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
は
、
令
和
二
年
九
月
三
十
一
日
現

在
の
登
録
人
数
三
千
五
百
名
で
あ
り
、

令
和
三
年
一
月
三
十
日
現
在
の
本
協
議

会
支
部
別
の
有
資
格
者
及
び
会
員
は
、

○
県
北
支
部
有
資
格
者
三
百
二
十
一
名
、

会
員
数
百
五
十
七
名
。

○
水
戸
支
部
有
資
格
者
四
百
六
名
、
会

員
数
百
五
十
七
名
。

○
中
央
支
部
有
資
格
者
六
百
二
十
四
名
、

会
員
数
二
百
八
十
七
名
。

○
鹿
行
支
部
有
資
格
者
百
九
十
八
名
、

　

会
員
数
九
十
八
名
。

○
県
南
支
部
有
資
格
者
千
二
百
十
二
名
、

会
員
数
四
百
九
十
八
名
。

○
県
西
支
部
有
資
格
者
四
百
十
七
名
、

　

会
員
数
百
九
十
一
名
。

○
県
外
有
資
格
者
八
十
七
名
、
会
員
数

二
十
一
名
で
、
有
資
格
者
合
計
三
千

　

二
百
六
十
五
名
、
会
員
数
合
計
千
四

　

百
十
一
名
の
会
員
比
率
四
十
三
・
二

　

一
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
資
格
取

得
後
及
び
資
格
更
新
後
は
、
三
年
六
カ

月
以
内
に
一
回
以
上
の
研
修
会
を
受
講

し
た
実
績
が
必
要
で
す
。

本
協
議
会
が
主
催
す
る
全
県
研
修
及

び
地
区
研
修
、
更
新
研
修
に
受
講
さ
れ

た
方
々
に
は
、
資
格
更
新
の
案
内
通
知

が
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

本
協
議
会
は
、
毎
年
四
月
と
十
月
に

資
格
取
得
及
び
資
格
更
新
が
完
了
さ
れ

た
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
対
し
、
会

員
入
会
の
案
内
文
書
を
送
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
の
発
展
に
際
し
、
会
員
皆
様
の

格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
始
ま

り
コ
ロ
ナ
禍
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
令
和
二
年
四
月
七
日
、
全
国
一
律

に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
は
、
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
始
ま
り
で

し
た
。
様
々
な
臆
測
が
飛
び
交
う
中
、

感
染
対
策
チ
ー
ム
に
よ
る
「
濃
厚
接
触

者
」
探
し
は
、
人
々
の
間
に
不
信
感
を

生
み
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
県
内

初
」
に
は
な
る
ま
い
と
個
人
よ
り
も
団

体
が
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
全
国

に
感
染
が
拡
大
し
た
現
在
で
は
、
当
時

の
異
常
さ
を
冷
静
に
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
人
々
の
不
信
感

は
今
な
お
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
世

代
間
や
業
種
間
で
偏
見
は
続
き
、
経
済

格
差
が
そ
れ
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
「
濃
厚
接
触
者
」
の
定
義

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
な
ど

の
飛
沫
防
止
策
な
し
に
十
五
分
以
上
近

距
離
で
会
話
を
し
て
い
た
り
、
車
な
ど

に
同
乗
し
た
り
し
て
い
れ
ば
「
濃
厚
接

触
者
」
で
す
。
昨
年
七
月
に
は
「
感
染

の
疑
い
の
あ
る
人
」
も
定
義
さ
れ
、
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に

特
定
の
集
団
に
対
し
て
一
定
の
処
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
自
ら
指
導
す

る
集
団
に
対
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
感
染
対
策
責
任
者
と
し

て
正
し
い
知
識
を
学
び
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Covid-19

は
感
染
後
、
誰
も
が
必
ず
発
症
前
の
二

日
間
、
自
覚
症
状
な
し
に
周
囲
の
人
々

に
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
可
能
性
を
有

し
て
い
ま
す
。
練
習
や
試
合
で
の
感
染

対
策
は
万
全
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
集

合
解
散
前
後
や
日
常
の
対
策
を
今
一
度

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
な
感
染
対
策
は
三
密
を
避
け

手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ウ
イ
ル
ス
も
次
々
と

変
異
し
賢
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
最
新
の
情
報
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
を

正
し
く
恐
れ
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
全
員
で
風
評
被

害
を
生
ま
な
い
環
境
を
構
築
し
、
一
人

で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
工
夫
し
て

共
有
し
、
広
め
ま
し
ょ
う
。
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令
和
二
年
度
総
務
委
員
会
の
事
業
活

動
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
務
委
員
会
は
、
令
和
二

年
十
一
月
十
九
日
（
木
）
水
戸
市
・
茨

城
県
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
に

於
い
て
、
令
和
二
年
度
第
一
回
総
務
委

員
会
を
開
催
し
て
、
本
委
員
会
の
事
業

活
動
に
本
協
議
会
規
約
細
則
の
中
で
、

表
彰
規
定
細
則
の
条
文
を
検
討
し
て
現

実
に
合
わ
せ
た
内
容
に
条
文
の
一
部
を

見
直
し
、
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
第
二
回
総
務
委
員
会
を
令

和
三
年
二
月
四
日
（
木
）
に
第
一
回
総

務
委
員
会
と
同
じ
会
場
で
開
催
し
て
、

表
彰
規
定
細
則
の
条
文
を
再
検
討
し
た

総
括
内
容
は
現
実
に
合
わ
せ
た
内
容
で
、

次
の
通
り
最
終
案
が
纏
ま
り
ま
し
た
。

（
一
）
退
任
役
員
を
選
考
基
準
に
よ
り

常
任
理
事
会
で
推
薦
を
追
記
す
る
。

（
二
）
功
労
賞
の
役
員
年
数
を
通
年
六

年
以
上
に
改
め
る
。

（
三
）
感
謝
状
の
役
員
年
数
を
通
年
四

　

年
以
上
に
改
め
る
。

（
四
）
役
職
名
を
庶
務
か
ら
事
務
局
員

　

に
改
め
る
。

以
上
の
表
彰
規
定
細
則
の
条
文
見
直
し

案
を
、
本
協
議
会
第
二
回
常
任
理
事
会

に
提
案
し
て
審
議
さ
れ
た
後
に
令
和
二

年
度
第
二
回
理
事
会
に
提
案
し
て
議
決

に
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
次
年
度
に
向
か
っ

て
本
委
員
会
の
事
業
活
動
を
、
本
協
議

会
規
約
、
細
則
に
関
す
る
条
文
内
容
等

を
見
直
し
て
整
理
す
る
事
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

今
年
に
入
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
二
度

目
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
初
め
て

の
経
験
と
は
い
え
、
昨
今
の
全
県
研
修

会
は
、
そ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
を

致
し
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
公
共
施

設
の
利
用
が
停
止
と
な
り
会
場
を
変
更

し
、
果
た
し
て
実
施
で
き
る
の
か
大
変

緊
張
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
の
後
新
た
な
会
場
が
決
定
し
、
決

め
ら
れ
た
制
限
の
中
で
従
来
の
研
修
会

と
は
想
像
の
つ
か
な
い
程
の
準
備
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
県
体
協
の
ご
指

導
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
令
和
二
年
八
月
二
日
（
日
）

に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
教
育
セ
ン
タ
ー
（
水

戸
市
）
で
開
催
し
た
、
全
県
研
修
会
の

当
日
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
係
員
は
朝
八
時
に
会
場
へ
集

合
し
、
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
各
自
の

担
当
任
務
を
確
認
し
て
配
置
に
つ
く
。

来
館
し
た
受
講
者
に
は
入
館
時
に
マ
ス

ク
の
着
用
を
確
認
し
て
検
温
を
実
施
し

た
後
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に
体

温
の
記
入
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、

氏
名
・
住
所
等
基
本
情
報
及
び
健
康
状

態
欄
の
チ
ェ
ッ
ク
を
依
頼
す
る
。
受
付

時
間
は
密
を
避
け
る
た
め
少
し
早
め
て

開
始
。

　

受
付
時
に
は
受
講
生
に
受
付
番
号
を

伝
え
て
、
手
・
指
の
消
毒
を
実
施
後
に

研
修
室
内
の
テ
ー
ブ
ル
に
各
自
の
氏
名

と
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認

の
上
着
席
願
う
。（
こ
れ
は
万
一
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に
周
辺
の

受
講
者
を
特
定
出
来
る
よ
う
に
）
テ
ー

ブ
ル
は
二
人
掛
け
と
し
、
間
に
は
ア
ク

リ
ル
板
を
設
置
し
た
。
午
前
の
研
修
終

了
後
は
別
室
に
昼
食
会
場
を
設
け
、
研

修
室
の
机
と
イ
ス
、
ア
ク
リ
ル
板
の
消

毒
を
実
施
し
、
午
後
の
研
修
に
備
え
る
。

研
修
終
了
後
は
、
従
来
受
付
に
お
い
て

研
修
終
了
証
を
各
自
に
渡
し
て
い
た
が
、

密
に
な
る
事
を
避
け
る
た
め
に
受
講
生

は
研
修
室
に
着
席
の
ま
ま
待
機
し
て
い

た
だ
き
、
係
員
が
配
布
し
閉
会
・
解
散

と
な
っ
た
。
何
事
も
な
く
無
事
終
了
し

ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
。

　

令
和
三
年
度
の
全
県
研
修
会
と
地
区

研
修
会
が
計
画
通
り
実
施
出
来
る
事
を

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
マ
ス
ク

か
ら
開
放
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
素
顔
を

見
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
日
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
を
御

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度　

令
和
二
年
度
公
益
財
団
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
等
表
彰
者
と
し
て
、
ご
推
薦
を

頂
き
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
感
激
し
て

お
り
ま
す
。
ご
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た

茨
城
県
体
育
協
会
及
び
、
茨
城
県
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
表
彰
式
は
中
止
に
な
り
、

表
彰
楯
を
、
茨
城
県
体
育
協
会
専
務
理

事
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
指
導
を
始
め
、
指
導
方
法
に
四
苦

八
苦
し
て
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
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光
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格
を
取
得
し
た
の
が
、
平
成
十
六
年
で

し
た
。
翌
年
、
県
北
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
員
と
し
て
、
諸
先
輩
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、

色
々
な
研
修
会
に
参
加
し
、
青
少
年
の

指
導
・
育
成
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。平

成
二
十
七
年
、
茨
城
県
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
に
就
任
し
、

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
に
、
競

技
役
員
と
し
て
参
加
出
来
た
こ
と
は
、

心
に
残
る
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

　

去
年
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
「
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
東
京

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
に

な
り
ま
し
た
が
、
是
非
「
２
０
２
１
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
お

り
ま
す
。

　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
な
っ
て
十

五
年
余
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
好

き
に
な
る
指
導
方
法
は
何
か
〜
そ
れ
は

子
供
達
と
一
緒
に
考
え
、
答
え
が
出
た

ら
「
ほ
め
て
あ
げ
る
」
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
県
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力

向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
令
和
二
年
度
公
益
財
団

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
表
彰
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

茨
城
県
体
育
協
会
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
、
並
び
に
同
協
議
会

県
北
支
部
の
皆
様
方
の
ご
推
薦
や
ご
尽

力
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
五
年
に
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
資
格
を
取
得
致
し
ま
し
て
か
ら
、
市

体
協
の
行
事
等
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
き
、
そ
の
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定

員
養
成
講
習
会
で
は
、
講
師
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
日
独
の
同
時

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
娘
が
参
加
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
立
市
で
日
独
同

時
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
受
け
入
れ
を
し
た

折
に
は
、
私
の
家
庭
で
も
ド
イ
ツ
の
方

を
受
け
入
れ
、
家
族
一
同
異
文
化
に
ふ

れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で

あ
り
ま
し
た
。
数
年
後
に
私
が
日
独
ス

ポ
ー
ツ
同
時
交
流
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
環
境
が
と

て
も
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
た
事
で
し

た
。
こ
れ
は
国
が
戦
後
人
々
の
身
心
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
展
開
し
た
政
策
で
、

そ
れ
が
根
本
に
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

複
合
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
か
か
わ

り
は
娘
が
入
団
し
て
か
ら
で
し
た
。
当

時
の
団
長
と
体
協
の
方
に
、
資
格
取
得

を
勧
め
ら
れ
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
て
勇

気
を
出
し
て
、
秋
田
県
で
四
泊
五
日
の

講
習
会
を
受
講
し
た
こ
と
が
思
い
だ
さ

れ
ま
す
。
少
年
団
の
活
動
で
は
、
体
育

館
で
の
活
動
が
主
で
す
が
、
以
前
は
春

に
、
地
域
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
合
同
参
加

し
て
、
鮭
の
稚
魚
の
放
流
体
験
を
し
た

り
、
夏
は
水
泳
・
宿
泊
学
習
・
川
歩
き
、

冬
は
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
等
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
震
災
後
は
市
内
の
ス
ケ
ー

ト
場
が
な
く
な
っ
た
た
め
と
、
団
員
減

少
も
あ
り
、
今
は
地
域
の
状
況
に
合
わ

せ
て
行
事
を
減
ら
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
今
ま
で
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い

や
交
流
の
中
で
、
ご
指
導
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
無
我

夢
中
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
迷
い

な
ど
お
か
ま
い
な
し
に
笑
顔
を
向
け
て

く
れ
る
団
員
達
か
ら
は
、
い
つ
も
元
気

を
頂
き
活
動
の
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

団
員
達
が
や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
研
鑚

と
健
康
維
持
の
た
め
日
々
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
、
地

域
活
動
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

終
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
政
府

の
緊
急
事
態
宣
言
が
あ
り
、
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
競
技
も
練
習
・
大
会
が
中
止
と
な

り
、
又
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
も
令
和
三
年
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
プ

ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
今

ま
で
日
常
生
活
で
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
た
事
が
、
あ
ら
ゆ
る
所
で
三
密
を
さ

け
る
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
九
月
六
日
水
戸
支
部
主
管

の
研
修
会
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育

セ
ン
タ
ー
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
協
議

会
役
員
及
び
水
戸
支
部
役
員
の
協
力
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
図
り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

一
昨
年
の
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
の
開
・
閉
会
式
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
私
は
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
の
参
加
者
と
の
交
流
が
出
来
、
有

意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
競
技
会
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の
結
果
も
茨
城
県
は
天
皇
杯
・
皇
后
杯

を
獲
得
し
、
会
場
も
大
き
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
が
出
来

た
事
が
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
確
実

に
開
催
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
開
催

出
来
る
事
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
何
ら
か

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
来
な
い
か
な
と

思
い
、
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募

し
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
落
選
と
な
り

ま
し
た
が
、
何
ら
か
の
型
で
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
は
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言

が
二
月
二
十
八
日
ま
で
延
長
と
な
り
、

ま
だ
ま
だ
練
習
や
大
会
が
出
来
な
い
状

況
下
、
指
導
者
の
皆
様
方
は
大
変
と
思

い
ま
す
が
、
今
出
来
る
事
を
出
来
る
範

囲
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　

令
和
二
年
度
は
、
私
達
指
導
者
と
し

て
、
競
技
者
と
し
て
、
今
ま
で
経
験
し

た
事
の
な
い
状
況
の
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

令
和
二
年
度
、
中
央
支
部
総
会
を
、

四
月
四
日
土
曜
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
松

戸
体
育
館
に
於
い
て
準
備
致
し
ま
し
た

が
、
事
業
報
告
、
収
支
、
監
査
報
告
、

令
和
二
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
そ
の

他
の
内
容
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
に

よ
り
書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
六
月

六
日
（
土
）
の
救
急
救
命
講
習
会
も
同

じ
く
開
催
中
止
と
い
う
事
態
に
な
り
ま

し
た
。

　

八
月
十
日
（
月
）、
笠
松
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
に
於
い
て
、
令
和
二
年
度

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導
者
更
新

中
央
支
部
研
修
会
を
、
実
施
致
し
ま
し

た
。
県
体
育
協
会
、
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
、
開
催
会
場
笠
松
運
動
公
園

の
指
導
の
基
、
出
来
る
だ
け
の
準
備
を

し
て
開
催
出
来
ま
し
て
、
お
か
げ
様
で

心
配
さ
れ
た
状
況
に
も
な
ら
ず
、
安
堵

致
し
ま
し
た
。

　

日
常
の
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
の

状
況
で
、
子
供
達
、
仲
間
達
が
コ
ロ
ナ

収
束
を
念
じ
て
い
る
昨
今
、
良
い
方
向

に
向
か
う
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
総
会
を
開
催
す
る
べ
く

準
備
を
始
め
ま
し
た
。
令
和
三
年
四
月

二
十
四
日
（
土
）、
ひ
た
ち
な
か
市
松

戸
体
育
館
に
於
い
て
、
令
和
三
年
度
総

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
五
日
（
土
）、
ひ
た
ち
な
か
市

田
彦
消
防
署
に
於
い
て
、
有
事
の
時
に
、

あ
わ
て
る
事
な
く
お
手
伝
い
が
出
来
る

様
に
、
救
急
救
命
講
習
会
で
学
ぶ
べ
き

時
間
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

公
認
指
導
者
更
新
研
修
会
を
、
中
央
地

区
研
修
会
と
し
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
笠

松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
於
い
て
、

十
月
三
日
（
日
）
開
催
予
定
と
致
し
ま

す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
皆

様
に
は
県
体
育
協
会
、
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
よ
り
詳
細
を
お
知
ら
せ
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
粛
の
今
想
う
の
は
、
共
に
生
き
て

生
か
さ
れ
て
来
て
、
将
来
に
次
代
に
何

を
残
せ
る
か
、
伝
え
ら
れ
る
か
。

　

多
面
的
・
長
期
的
・
根
本
的
に
考
え
、

心
静
か
に
想
い
か
え
し
、
心
を
満
た
さ

れ
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
初
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
中
、
指
導
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
う

え
、
研
鑽
、
ご
指
導
に
ご
活
躍
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
か
な
か
終
息
を
見
せ
な
い
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
昨
年
十
一
月
に
県

南
地
区
研
修
会
が
阿
見
町
本
郷
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
て
無
事
に
開
催
で
き
ま

し
た
。
感
染
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
関

係
者
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
区
研
修
会
は
隔
年
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
県
南
支
部

の
活
性
化
、
充
実
し
た
研
修
会
を
推
進

で
き
る
よ
う
継
続
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
に
も
役
員
と
し
て
、
常
任
理
事

会
・
理
事
会
・
各
委
員
会
（
総
務
・
研

修
・
広
報
）
の
打
ち
合
せ
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
県
南

支
部
に
限
ら
ず
、
指
導
者
の
皆
様
の
中

に
は
指
導
員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

が
、「
活
動
の
場
が
見
つ
か
ら
な
い
」

「
ど
こ
に
お
願
い
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
」「
オ
フ
ァ
ー
が
こ
な
い
」
と
悩

ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な

方
に
情
報
提
供
で
す
。
私
も
最
近
知
っ

た
の
で
す
が
、『
マ
ッ
チ
ン
グ
』
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
有
る
の
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、
指
導
場

所
を
探
し
て
い
る
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
と
、
指
導
者
を
探
し
て
い
る
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
募
集
者
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
に
て
ア
ク
セ
ス
し

て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
設
定
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か

る
か
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
南
支
部
、
人
手
不
足

を
解
消
し
つ
つ
役
員
全
員
一
丸
と
な
り
、

研
修
の
資
質
向
上
を
図
り
、
充
実
し
た

県
南
地
区
研
修
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生

か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

国
・
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
す
べ
て
の
活
動
が
自
粛
と
な
り
、

日
常
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。
二
月
三

日
現
在
、
世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
は
一
億
人
を
越
え
、
日
本
全

国
で
三
十
九
万
人
、
茨
城
県
で
五
千

人
弱
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
な

お
、
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

令
和
三
年
二
月
七
日
（
日
）
に
令
和

二
年
度
の
県
北
地
区
研
修
会
が
日
立

市
・
茨
城
県
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

会
場
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
一
月
末

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
北
支
部
は
こ
の
研
修
会
を
一
年
前

よ
り
定
例
会
で
開
催
内
容
、
講
師
依
頼
、

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
そ
し
て
コ
ロ

ナ
防
止
対
策
等
を
検
討
し
て
参
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
決
定
は
や
む
を

得
な
い
事
と
は
思
い
な
が
ら
も
、
研
修

会
開
催
の
た
め
に
役
員
の
皆
さ
ん
が
費

や
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
謝
で
す
。

　

定
例
会
に
お
い
て
も
、
役
員
は
マ
ス

ク
着
用
、
消
毒
、
三
密
を
回
避
し
開
催

予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
月
七
日
の

緊
急
事
態
宣
言
（
一
月
七
日
〜
二
月
七

日
）
の
発
出
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
（
二

月
七
日
〜
三
月
七
日
）
で
会
場
は
使
用

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
一
月
・
二
月
の
県
北
支
部
定
例

会
は
で
き
な
く
な
り
寂
し
い
思
い
で
す
。

国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
摂
取
開
始
は
二
月
中
旬
か

ら
と
の
報
道
で
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束

す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

令
和
二
年
度
、
県
西
支
部
と
し
て
の

活
動
は
す
べ
て
中
止
と
な
り
そ
う
で
す
。

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
の
問
題
で
他
の
支

部
も
同
じ
で
し
た
が
、
支
部
総
会
は
コ

ロ
ナ
の
た
め
中
止
。
九
月
末
に
予
定
し

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
一
昨
年
茨
城

国
体
で
公
開
競
技
と
し
て
古
河
市
で
行

わ
れ
た
「
綱
引
競
技
」
を
予
定
し
て
い

た
）
は
二
十
二
名
の
参
加
希
望
者
が
い

ま
し
た
が
中
止
と
し
ま
し
た
。
参
加
希

望
者
に
は
中
止
の
連
絡
と
当
日
予
定
し

て
い
た
綱
引
競
技
の
資
料
を
送
付
し
ま

し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
向
け
た
役
員
会
（
令

和
三
年
一
月
十
七
日
）
も
茨
城
県
緊
急

事
態
宣
言
下
、
古
河
市
の
公
共
施
設
が

使
用
禁
止
と
な
り
、
止
む
無
く
中
止
と

し
ま
し
た
。

　

支
部
役
員
の
改
選
期
で
し
た
が
す
べ

て
留
任
と
し
て
頂
く
事
と
し
、
事
後
承

諾
を
取
る
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
い
つ

収
束
す
る
の
か
？
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
に
よ
り
ど
う
な
る
の
か
？
先
行

き
は
全
く
不
透
明
で
す
。
し
か
し
、
時

間
は
刻
一
刻
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

県
西
支
部
と
し
て
、
来
期
は
更
新
研

修
会
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
令
和
三
年

十
一
月
十
四
日
（
日
）
下
妻
市
千
代
川

公
民
館
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
講
師

・
講
習
内
容
等
が
決
定
次
第
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
ご
案
内
致
し
ま
す
。
尚
、

更
新
研
修
会
開
催
時
に
は
、
県
西
支
部

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
又
、
県
西
支
部
総
会
は
、

五
月
に
古
河
市
中
央
運
動
公
園
は
な
も

も
体
育
館
会
議
室
又
は
中
央
公
民
館
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
先
ず
は
支
部
役
員

会
を
開
催
す
る
事
が
最
優
先
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
三
密
（
密
閉
・
密
着
・

密
接
）
を
避
け
何
か
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な
り
ご
意
見
・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
未
曾
有
の
事
態
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
例

外
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
競
技
大
会
が
延
期
・
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
常
の
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
身
体
活
動
・

運
動
の
実
施
状
況
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
等

の
ニ
ー
ズ
な
ど
が
変
化
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

鹿
行
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
で
も

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
が
実
施
で

き
ず
、
令
和
二
年
度
が
終
了
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
少
し
ず

つ
新
し
い
希
望
も
見
え
て
き
て
お
り
ま

す
。
令
和
三
年
度
は
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
資
格
更
新
研
修
会
を
、
鹿

行
地
区
で
開
催
予
定
で
す
。

期
日
：
令
和
四
年
一
月
三
十
日
（
日
）

会
場
：
鉾
田
市
大
洋
公
民
館

時
間
：
午
後
十
二
時
三
十
分
〜
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事
務
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長
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支
部
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照 

代

　

 

事
務
局
長

鹿
行
支
部

鈴 

木 

孝 

子

　

副
支
部
長

県
北
支
部

【連絡先】
〒 306-0052
古河市大山 1543-13
Fax 0280-48-1911

　　　県西支部事務局
　　　　　　近藤康雄



右
記
の
日
程
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

鹿
行
地
区
の
方
は
、
是
非
、
こ
の
機
会

に
更
新
研
修
を
受
け
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
有
意
義
な
研
修
会
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
で
は
、
年
二
回
の
広
報
誌
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
み
な
さ
ん
が
、
読
み
た
く
な
る

よ
う
な
記
事
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

方
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
・
意
見
・

出
来
事
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て

頂
き
、
読
ん
で
良
か
っ
た
・
今
度
は
、

こ
ん
な
事
を
知
ら
せ
た
い
と
い
う
よ
う

に
、
輪
を
広
げ
、
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
茨
城
県
内
す
べ
て

の
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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広
報
委
員
長

　

君
和
田
治
也
（
鹿
行
支
部
）

広
報
副
委
員
長

　

髙
野　

照
代
（
鹿
行
支
部
）

広
報
委
員

　

佐
藤　

マ
ツ
（
県
北
支
部
）

　

櫻
井　

孝
之
（
県
南
支
部
）

　

大
竹　

幹
夫
（
県
西
支
部
）

　

関
根
あ
さ
子
（
事
務
局
）

　

鈴
木　

義
夫
（
事
務
局
長
）

広報委員会

※本協議会事務局便りは、会報 80号から 20年ぶりに復
　活し、会員皆様に新しい情報を事前に発信いたします。
✍令和３年度全県研修会・地区研修会は、下記の通りコ
　ロナ感染防止のため、参加申込み先着順制限で受付け
　締め切りを予定しています。しかし前年度に参加申込
　みキャンセルの要請にご協力された 98 名の方々には、
　優先的に参加申込みを受付けいたします。
☞研修会開催する案内文書は令和３年６月上旬に郵送予定

●令和３年度本協議会総会予定
　日　　時　令和３年４月 23日 ( 金 ) 祝日
　会　　場　笠間市・友部公民館
　　　　　　水戸市・茨城県水戸生涯学習センター分館

●令和３年度研修会 ( 全県研修・地区研修 ) 予定
　⑴全県研修会
　日　　時　令和３年８月１日 ( 日 )
　会　　場　水戸市・ＪＡグル－プ茨城教育センタ－
　参  加  者　 １３０名先着順
　⑵中央地区研修会
　日　　時　令和３年１０月３日 ( 日 )
　会　　場　ひたちなか市・笠松運動公園陸上競技場
　参  加  者　８０名先着順
　⑶県西地区研修会
　日　　時　令和３年１１月１４日 ( 日 )
　会　　場　下妻市・千代川公民館
　参  加  者　１００名先着順
　⑷鹿行地区研修会
　日　　時　令和４年１月３０日 ( 日 )
　会　　場　鉾田市・大洋公民館
　参  加  者　１２０名先着順

✍本協議会研修会のコロナ対策ガイドライン制定につい
　て、下記の 18項目の研修会ガイドラインを定め、実　
施しています。研修会に参加される会員の皆様にご理　
解とご協力をお願い致します。

✎研修会ガイドライン１８項目✐

⑴施設の出入り口にアルコール消毒液を置く
⑵研修会で関係者は必ずマスクを着用する
⑶検温担当・問診担当・受付担当・司会進行・講師は
　フェイスシ－ルドを着用する
⑷研修会の関係者は非接触体温測定を行なう
⑸研修会の関係者は健康チェックシ－トに記入する
⑹参加者は通路の停止表示板の上に 1.2ｍ以上間隔に並ぶ
⑺受付担当は机１台に１名でゴム手袋して受付する
⑻講演の出入り口にアルコール消毒を用意する
⑼参加者は受付後に指定した机の席番号に着席する
⑽講演の窓及び出入り口は開放状態にする
⑾机に２名着席は中央に透明仕切り板を設置する
⑿ホ－ル座席は隣席を空席で、後方席は全列を空席にする
⒀マイクは、司会用と挨拶用の専用にして除菌する
⒁着席前、昼休み休憩、退席後に、机の上を除菌する
⒂閉会式後に修了証、カ－ドの配布及びフェアプレイ宣言
　アンケート用紙は、受付係が参加者の席に行って回収する
⒃参加者は閉会式後に着席のまま待機し、席番号の若い
　番号から退席の誘導を司会進行が行なう
⒄主催者はいばらきアマビエちゃんを登録する
⒅開催会場の利用基準を尊重して施設管理者と連携する

　　　　　　　茨城県スポーツ指導者協議会
　　　　　　　担当・事務局　鈴木事務局長

　

第
八
十
二
号
会
報
発
行
に
当
た

り
皆
様
に
原
稿
執
筆
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。次

回
の
会
報
八
十
三
号
発
行
は

　

令
和
三
年
九
月
十
五
日
（
予
定
）
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編集後記

本協議会事務局便り

　第 82 号　

【広報募集連絡先】
〒 306-0204
茨城県古河市下大野 1463-4
TEL 0280-92-4555　FAX 0280-92-4555
　　　　　　茨城県スポーツ指導者協議会
　　　　　　　　　　　　　鈴木事務局長

皆様のご投稿を

　お待ちしております！

み
な
さ
ん

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
も
っ
と
活
用

　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う
！


